
長
で
あ
る
辻
村
祥
造
税
理
士
が
発
表
し
た
。

細
部
に
わ
た
る
各
論
的
部
分
に
つ
い
て
は
、
全
国
青
年
税
理
士
連
盟
会

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
も
だ
さ
れ
た
が
、
こ
の
二
つ
の
法
律
を
制
定
さ
せ
る
だ
け
で
も

多
大
な
努
力
を
必
要
と
す
る
の
で
、
当
面
は
原
案
ど
お
り
、
こ
の
目
的
で
い
く
こ
と
が
了
承
さ

呼
び
か
け
人
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る

石
村
善
治
福
岡
大
学
教
授

鶴
見
祐
策
弁
護
士
が
、

と
「
税
務
行
政
手
続
法
」

そ
の
後
、
決
算
及
び
予
算
案
を
、
ま
た
今
後
、
会
を
運
営
し
て
い
く
役
員
と
活
動
方
針
に
つ

第
二
部
憲
章
発
表
会
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
納
税
者
権
利
基
本
法
要
綱
案
」
に
つ
い
て
、
日
本
大
学
の
北
野
弘
久
教
授
が
発
表
し
、

「
税
務
行
政
手
続
法
要
綱
案
」
に
つ
い
て
は
、
総
括
的
な
こ
と
を
日
弁
連
税
務
委
員
長
で
あ
る

こ
れ
ら
発
表
し
た
「
要
綱
案
」
に
も
と
づ
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

い
て
承
認
さ
れ
て
、
創
立
総
会
は
、
無
事
終
了
し
た
。

こ。t
 

ー
才

「要綱案」について発表する北野弘久

ま
た
会
則
の
目
的
と
し
て
、

の
間
で
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
運
動
も
普
及
し
た
こ
と
と
な
る
の
で
頑
張
ろ
う
と

「
納
税
者
の
権
利
憲
章
」

の
制
定
が
「
納
税
者
権
利
基
本
法
」

の
制
定
だ
け
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と
広
げ
て
法
律
制
定
を
考
え

い
う
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

「T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
え
ば
、

「
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
つ
く
る
会
」
と
国
民

日本大学教授

る
会
」

(T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が
正
式
名
称
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

れ、

「
通
称
」
は
と
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
こ
と
と
な
り
、

「
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
つ
く

ム
）
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の

第

一

部

総

総
会
の
議
長
に
、
村
上
晴
男
税
理
士
を
選
出
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

会
則
の
審
議
で
は
、
原
案
が
「
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
つ
く
る
会
」

（通
称
T
C
フ
ォ
ー
ラ

「
通
称
」
は
と
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
会
場
か
ら
出
さ

会

報

告

る。
な
お
総
会
に
先
立
ち
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
、
呼
び
か
け
人
を
代
表
し
て
、
福
岡
大
学
の
石
村

そ
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
我
が
国
で
、
納
税
者
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、

の
権
利
憲
章
」

（
「
納
税
者
権
利
甚
本
法
」
及
び
「
税
務
行
政
手
続
法
」

）
の
制
定
が
ぜ
ひ
と

も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
会
と
し
て
発
足
す
る
意
義
を
述
べ
て
い

「
納
税
者

善
治
教
授
（
憲
法
・
言
論
法
）
が
行
っ
た
。

士・全国青年税理士連盟）が担当して進行した。

六五 四、、 、、、
へ ／

当

る゚i員ヘ 、ヘ案ーノ る0 るC 

面
の

活
の

L_ 

に 動

： を

喜 方

針
ぉ
し`一
な

う。

閃
云杏 四． 
L_ 

四
の
論

創
立
総
会
と
そ
れ
に
続
く
要
綱
案
の
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
を
、
益
子
良
一

（税
理
ち
に
終
わ
っ
た
。

が
行
わ
れ
た
。

権
利
基
本
法
要
綱
案
お
よ
び
税
務
行
政
手
続
法
要
綱
案
」

ウ
ム
を
開
催
し
た
。

の
発
表
と
そ
れ
に
基
づ
く
シ
ン
ポ
ジ

当
日
は
、
学
者
、
弁
護
士
、
税
理
士
、
中
小
事
業
者
、
そ
し
て
業
者
団
体
や
労
働
組
合
な
ど

七
一
名
の
参
加
を
得
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

経
験
を
踏
ま
え
て
「
納
税
者
権
利
基
本
法
」
と
「
税
務
行
政
手
続
法
」

あ
り
、
会
場
か
ら
そ
の
他
諸
々
の
立
場
か
ら
、

の
必
要
性
の
訴
え
も

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
て
活
発
な
討
論

最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
う
け
て
再
度
「
当
面
の
活
動
方
針
」
を
確
認
し
、
盛
会
の
う

(T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の
創
立
総
会
と

T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の
「
納
税
者
憲
章
ー
納
税
者

地
検
が
控
訴
断
念
」
と
い
う
記
事
に
あ
る
、
被
告
で
あ
っ
た
会
社
役
員
が
参
加
し
て
お
り
、

去
る
四
月
二
三
日
に
東
京
の
お
茶
の
水
ス
ク
エ
ア
で
、

「
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
つ
く
る
会
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

一
九
九
四
年
四
月
七
日
付
け
朝
日
新
聞
で
「
脱
税
で
無
罪
判
決
、

T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
正
式
に
発
足
！

(
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

四
月

1
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憲
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催
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北
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丁
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福
岡
市
中
央
区
警
固
三
ー
四
ー

贔
京
都
市
左
京
区
聖
護
院
中
町
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事
務
局
員
名
簿

ム

鈴
木
ビ
ル
3

F

一
九
九
四
・
四
・
ニ
三
現
在

さ
つ
。
「
日
本
共
産
党
は
政
党
と

し
て
初
め
て
納
税
者
惑
章
（
草
案
）

を
発
表
し
た
」
と
紹
介
し
、
次
期

政
権
が
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を

中
心
課
題
と
し
て
い
る
こ
と
を
厳

し
く
批
判
、
「
公
正
な
税
制
、
納

税
者
の
権
利
の
確
立
が
い
っ
そ
う

4
 

2

人
権
を
無
視
し
た
税
務
署
の
徴
た
。
全
国
か
ら
税
理
士
、
弁
護
士
、
会
の
代
表
委
貝
で
あ
る
北
野
弘
久
重
大
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

4
税
攻
勢
の
横
行
な
ど
納
税
者
の
権
学
者
、
業
者
団
体
の
代
表
ら
約
七
日
大
教
授
ら
が
「
納
税
者
櫂
利
基
た
、
「
そ
の
た
め
の
不
当
な
税
務

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
法
要
網
案
」
と
、
権
利
惑
章
を
行
政
と
の
粘
り
強
い
た
た
か
い
と

4
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
も
と
で
、

，
 

'
「
納
税
者
の
櫂
利
憲
章
を
つ
く
る
総
会
で
は
「
「
納
税
者
の
権
利
具
体
化
し
た
「
税
務
行
政
手
続
法
世
論
を
獲
得
す
る
運
動
が
必
要

会」

(
T
C
〈
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
惑
章
」
の
制
定
を
目
指
し
、
広
く
要
網
案
」
を
発
表
・
説
明
し
、
討
だ
」
と
強
調
し
、
「
手
を
携
え
て

ー
・
チ
ャ
ー
タ
ー
〉
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
国
民
世
論
を
喚
起
し
、
納
税
者
の
論
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
運
動
し
て
い
き
た
い
」
と
の
べ
ま

の
創
立
総
会
が
二
士
―
一
日
、
東
京
権
利
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
日
本
共
産
党
の
上
田
耕
一
郎
参
し
た
。

千
代
田
区
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
す
る
」
会
則
を
確
認
。
つ
づ
い
て
、
院
議
負
（
党
副
委
負
長
）
が
あ
い

'"""''''''""'"''''＝=＝＝＝＝＝"'"'""==＝＝＝=＝＝＝1=＝＝＝＝
I

―
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総
会
は
、
北
野
弘
久
日
大
教

納

税

者

の

権

利

憲

章

を

警

五

人

を

代

表

委

員

に

、

佐

伯
勝
雄
全
商
遮
常
任
理
事
ら
十

「

T
C
フ

fラ
ム

」

創

立

総

会

開

V
八
人
を
運
営
委
員
に
、
湖
東
京

至
税
理
士
を
事
務
局
長
に
選

四
月
二
十
三
日
午
後
、
東
京
利
憲
章
」
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
出
。
二
つ
の
案
を
案
と
し
て
確

•
お
茶
の
水
ス
ク
エ
ア
で
納
税
す
が
、
日
本
に
は
な
い
た
め
、
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
帰

者
櫂
利
憲
章
を
つ
く
る
会
「
T

人
櫂
侵
害
の
税
務
調
査
が
多
発
り
、
内
容
を
さ
ら
に
深
め
、
普

C
（
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
・
チ
ャ
し
て
お
り
、
日
本
で
も
「
納
税
及
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

ー
タ
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
創
立
者
権
利
憲
章
」
を
つ
く
る
こ
と
し
た
。
総
会
に
は
無
罪
判
決
を

総
会
が
開
か
れ
、
全
商
連
の
杉
が
必
要
と
各
界
、
各
層
で
話
し
か
ち
と
っ
た
米
子
市
の
高
野
純

山
庄
蔵
副
会
長
は
じ
め
中
小
業
合
い
を
重
ね
、
「
納
税
者
櫂
利
恵
さ
ん
も
参
加
、
「
こ
の
よ
う

者
、
税
理
士
、
弁
護
土
、
学
者
基
本
法
要
網
案
」
「
税
務
行
政
な
権
利
憲
章
が
あ
れ
ば
、
私
が

ら
九
団
体
と
個
人
の
七
十
人
が
手
続
法
要
網
案
」
を
ま
と
め
た
受
け
た
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
ら

参
加
し
ま
し
た
。
の
を
受
け
、
各
界
に
呼
び
か
け
な
か
っ
た
」
と
発
言
し
て
感
銘

欧
米
諸
国
で
は
「
納
税
者
権
て
創
立
総
会
を
開
い
た
も
の
。
を
与
え
ま
し
た
。

アカハタ

匹
0
四
五
ー
四
五
―
_
0
五
八

創
立
総
会
開
く

上
田
副
委
員
長

が
あ
い
さ
つ

納
税
者
の
権
利
憲
章
つ
く
る
会

6
 

平
「
納
税
者
を
守
る
法
律
」
作
ろ
う

成（
 年

学
者
ら
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
創
設

4
 

9

納
税
者
の
権
利
を
守
る
た
め
し
、
ま
ず
呼
び
か
け
人
代
表
の

9
の
法
制
化
を
目
招
す
「
納
税
者
五
人
を
代
表
委
員
と
す
る
な
ど

~
 

の
権
利
叩
翌
章
を
つ
く
る
会

(
T
役
具
を
選
任
。
こ
の
後
、
租
税

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
」
の
創
立
総
の
使
途
を
統
制
す
る
権
利
や
情

会
が
、
二
十
三
日
、
千
代
田
区
袈
を
開
示
さ
せ
る
権
利
な
ど
を

の
お
茶
の
水
ス
ク
エ
ア
で
開
か
盛
り
込
ん
だ
「
納
税
者
権
利
基

れ
た
。
池
上
惇
・
京
大
教
授
、
本
法
」
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
設

評
論
家
の
大
江
志
乃
夫
さ
ん
ら
置
な
ど
を
制
度
化
す
る
「
税
務

学
識
経
験
者
五
人
が
呼
び
か
け
巧
政
手
続
法
」
に
つ
い
て
、
そ

立
人
代
表
と
な
っ
て
、
昨
年
一
月
れ
ぞ
れ
要
綱
案
を
発
表
し
た
。

に
準
間
会
を
発
足
さ
せ
、
シ
ン

2
 ポ

ジ
ウ
ム
を
開
い
た
り
、
「
納

内B
 

者立
税
者
慾
章
」
の
要
綱
案
作
り
を

進
め
た
り
し
て
き
た
。
現
在
、
会

25
員
は
学
者
、
税
理
士
な
ど
約
二

（
百
六
十
人
の
涸
人
と
九
団
体
。

こ
の
日
は
約
七
十
人
が
出
席
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